
 

3.3.3 被災低減のための対策 

 2005 年 8 月のハリケーン・カトリーナによる米国ニューオーリンズでの大規模な高潮災害による死者・行方不

明者は 1,200 人を上回った．ニューオーリンズ市は市域の約７割が海抜０メートル以下であり，このようなゼロメ

ートル地帯を抱えるわが国の高潮対策への警鐘となった． 

 この災害をふまえ，国土交通省では学識経験者を委員とする「ゼロメートル地帯の高潮対策検討会」を 2005

年 10 月に立ち上げ，ゼロメートル地帯の高潮対策のあり方について議論した．そして，2006 年 1 月には提言

をとりまとめた． 

 図 3.3-28 のように，提言では，ゼロメートル地帯の高潮対策の基本的方向として，(1)これまでの高潮計画に

沿って浸水防止に万全の対策を講じるため，防護施設の着実な整備および信頼性の確保にもっとも重点を

置くものの，(2)不足の事態に備え大規模な浸水を想定した場合の被害最小化対策を講じることとしている．さ

らに，高潮防災知識の蓄積・普及，高潮防災に関する更なる安全に向けての検討を，推進すべき施策の一つ

として挙げている． 

 
図 3.3-28 推進すべき具体的施策 
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